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き ぼ う 日 本 実験 棟 の 成果 


野口 職 一 字 宙 飛行 士 イ ンタ ビュ ー 
区 積 され た ノウ ハウ で 、 
より レベ ル の 高い 宇宙 開発 を め さ す 


次 期 固 体 ロ ケッ ト イプ シロ ン 」 の 挑戦 


上 約 400 km 上 空 を めで る 「 き ば ぼう 」 日 本 実験 
棟 。 微 小 重力 環境 を 利用 し て 、 医 療 か ら 新 材 
料 開発 まで 、 幅 広い 分 野 の 実験 が 行わ れ て い 
ます 。 今 号 で は 、「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 で の 実 
験 結果 を も と に 地上 で 進む 研究 を 、 研 究 者 へ の イン タビ ュー 
を 通じ て 紹介 。 私 た ちの 将来 を より 良い ちの に する た め に 
活動 する 「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 最新 情報 を お 届け し ます 。 
そし て 、2013 年 度 の 打ち 上 げ を 目指 し 、 開 発 が 進 む 次 世 
代 固体 ロケ ッ ト 「 イ プシ ロン 」。 世 界 最高 レベ ル の ロケ ッ 
ト 技 術 を 注ぎ 込み 、 ロ ケッ ト の 歴史 に 革命 
を 起こ すべ く 現 場 で 指揮 を と る 森田 泰 
弘 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ー が 熱 
く 語 り ま す 。 10 万 人 を 超え る 方 々 
に お 越し いた だ いた 小惑星 探査 
機 | は や ぶさ 」 展示 イベ ント 報 
告 や 、 リ アル で 美しい 人 工 衛星 
の CG 画 を 手がけ る イラ スト レー 
ター 池下 章 裕 さ ん の 仕事 な ど 、 
今 号 ぉ 盛り だ くさ ん の 内 容 を お 
楽し みく だ さい 。 
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< で りう) で 二 96 で SG 
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< 事 硫 間 議 陸 昌 近 3 畠 羽 り 末 ま つね woG も "as8 m で で も 3 演じ S 凡 に 1: 5 半 中 計 
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培い り に めこ " 

李 ヨ 妹 :NKー ロ NN マーG 攻 も 
so NHAHAK 謀 思 :NKー ロト N 
ャ ー 天 思 olo つ らら ペリ ロー ズ G 避 
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36 認 SQS ロロ イ リロ 悪 会 ら か 
no SiS 公 還っ PtyG 悪 ぬ 時 豆 
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いら ロマ SG 加 球 会 加 SQ 史 形 
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36 つ うり” 析 坦 りり だ で お ルト KK つら 
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記 お 忌 公 寺地 つい っ to 失 忠 G 姜 困 
室 G 振 吾 器 咽 倒 条 お の 丸 丸 人 。 字 
恒 半球 堅 全 寺村 圭 下 矢 お to 診 
季 牙 て weQS り 茶 征 ロ つ くま へ 人 ト 
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いり 8 宮 *R 多 時 為 英 皿 @ 事 挫 正 
衣 棚 生 ヘ ン SO の っ っ 己 肖 福 避難 ぐ 
>2G 色 で で りこ っ o で ゆら セ " 詳 咽 
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初 公 開 は 相模 原 キャ ン パ ス 特 別 公開 


7 年 の 歳 月 を 過ごし て 地球 に 戻っ て きた 再 突入 カプ 
セル 。 そ れ が 世界 で 初め て 一 般 に 公開 され た の が 7 月 
30 日 ( 金 ) と 31 日 ( 土 ) に 開催 され た JAXA 相模 原 
キャ ン パ ス の 特別 公開 で す 。 唯一 無 二 の 研究 試料 を 手 
に し て すぐ さま 研究 に 取り 掛か り た い 研 究 者 に 少し の 
あい だ 辛抱 し て も らい 、 専 用 の 展示 ケー ス な どの 準備 
を 粛々 と 進め まし た 。 と は いえ 狭い キャ ン パ ス に 例年 
1 日 1 万 人 程度 が 詰め か ける 特別 公開 に 、 再 突 入 カ プ 
セル の 特別 展示 が 加わ る わけ で すか ら 、 大 混雑 と な る 
の は 必至 で し た 。 そ こ で 、 混 乱 を 少し で も 回 避 す る た 
め に 、 隣 接する 相模 原市 立 博物 館 に 特別 展 を 中 断 いた 
だ いて 、 特 別 展示 室 を お 借り する こと に し まし た 。 そ 
れ で も 当日 は 早朝 か ら 「 は や ぶさ | カプ セル 展示 待ち 
の 長蛇 の 列 ( 最大 4 時 間 待 ち ) が 発生 し 、2 日 目 に は 
開場 を 9 時 に 繰り 上 げ て も らい まし た が 、 一 時 は 列 
が 伸び て 相模 原 キ ャ ン パ ス の 構造 機能 試験 棟 や 飛 革 体 
環境 試験 棟 の 出入 中 を ブロ ッ ク す る ほど に な り 、 待 ち 
行列 の 受付 を 一 時 中 断 す る な どす る 必要 が あっ た ぐら 
いで す 。 あ まり の 行列 の 長 さ に 見 学 を 断念 し た 方 も 多 
いよ う で す 。 

カプ セル 展示 の 方 の 入場 者 は 初日 が 約 1 万 3.000 
人 、2 日 目 が 約 1 万 7,.000 人 と 聞い て いま す 。 8 時 
間 で 1 万 7.000 人 を さば いた と いう こと は 、 単純 計 
算 で も 1.7 秒 に 1 名 の ペー ス で 人 を 流し た こと に な り 
ます 。 並 ば れ た 皆さん は さぞ か し お 疲れ の こと だ っ た 
と 思い ます が 、 ア ン ケ ー ト を 見 る 限り 満足 度 も か な り 
高かっ た よう で す 。 列 に 並ん で いた 方 か ら は 、 行 列 の 
マナ ー も と て も よかっ た と うか が いま し た 。 
すぐ に 筑波 宇宙 セン ター へ 移送 

7 月 31 日 の 夕方 に 相模 原 キ ャ ン パ ス の 特別 公開 を 
終え た の ち 、 夜 を 徹し て の 作業 が 行わ れ 、 1 日 の 早朝 
に は カプ セル を 筑波 宇宙 セン ター に 搬入 、8 月 2 日 か 
らら 5 日 に か け て の 一 般 公開 に 備え まし た 。 カ プ セ ル 、 
特に 機械 的 に も ろ い ヒー トシ ー ル ド へ の ダメ ー ジ を 極 
力 抑 える た め 、 輸 送 に あたっ て は エア サス 車 を 使う だ 
け で な く 、 継 ぎ 目 の 少な い 湾岸 道 を 選び 、 時 速 70km 
程度 で 走行 する ほど の 念 の 入れ よう で す 。 

つく ば で の 一 般 公開 に 先立っ て 1 日 に は 天皇 、 皇 
后 両 隊 下 も 視察 に 立ち 寄ら れ 、 興 味 深 げ に ご 覧 に な り 
まし た 。 
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相模 原 キ ャ ン パ ス (上 ) 
丸の内 オア ゾ ( 下 ) で の 
カプ セル 展示 の 様子 


日 が な げ の な い 筑 波 宇宙 セン ター で は 待ち 行列 中 の 熱 
中 症 対策 が 最大 の 懸念 事項 で し た が 、 そ れ 以 前 に 駐車 
場 待ち の 行列 が で き 、 屋 外 で お 待ち いた だ く 時 間 は 案 
外 短く て 済ん だ よう で す 。 


丸の内 で も 好評 


8 月 15 日 か ら 19 日 に か け て は 丸の内 で も JAXA 
i サ マー ウィ ー ク 「 お か えり 、 は や ぶさ っ ー 君 が 私 た ち 
に 残し て くれ た も の 特別 イベ ント が 開催 され まし 
た 。 こ れ は 毎年 恒例 の 子ども 向け イベ ント に 加え 、 カ 
プ セ ル の 展示 と 、 関 係 者 に よる トー クシ ョ ー を 行う と 
いう も の で す 。 トークショー は 初日 で ある 15 日 に 丸 
善 ・ 丸 の 内 本 店 3 階 の 日 経 セ ミナ ー ル ー ム を お 借り 
し て の 実施 と な り ま し た 。 総 入れ 替え で の 3 部 構成 で 
し た が 、 各 回 120 人 の 定員 に 対し て 6 倍 強 も の 応募 
が あっ た そう で す 。 私 は 対談 の 聞き 手 と し て 3 回 全部 
に 登壇 し まし た 。 

一 方 の カプ セル 展示 の 方 は 丸の内 オア ゾ 1 階 の 「 〇 
〇 広場 ( お お ひろ ば )]| で 実施 し まし た 。 立 地 の よ さ 
か ら 大 混乱 が 予想 され まし た が 、 時 間 が 8 時 か ら 20 
時 、 日 程 も 5 日 間 と ゆとり が あり 、 整 理 券 を 配布 する 
な ど し た 結果 、 と て も スム ー ズ に 公開 で きた よう で す 。 

な お 、 近 隣 の 店 舗 で も 「 は や ぶさ 」 記念 特別 サー ビ 
ス で 「 は や ぶさ 」 ラン チ な ど 特 別 メ ニュ ー が 登場 し 、 
丸の内 が 「 は や ぶさ 」 一 色 と な り ま し た 。 


そし て 全国 行脚 へ 


相模 原 か ら 始 まっ た カプ セル 展示 の 見 学者 は 、 つ く 
ば 、 丸 の 内 で も 着実 に 数 を 伸ばし 、8 月 19 日 に 丸 の 
内 イベ ント が 終了 し た 時 点 で 10 万 人 を 突破 し まし た 。 
これ は 大 きめ の 科学 館 の 年 間 来 場 者 数 に 匹敵 する 数 で 
す 。 そ し て いよ いよ 9 月 か ら は 角田 と 大 阪 を 皮切り に 、 
全国 各地 を 回 り ま す 。 こ の 数 を 一 体 ど こま で 延ばす の 
か 。 7 年 間 、60 億 km を 旅 し た 「 は や ぶさ 」 の 新た 
な 旅 の 始ま り で す 。 


に NN メロ 


AA に 7 の トー トー ドー 


党 


と ーー 
デ 


4 


m 
mm 


と 洒 藻 忌 基 けい 憶 
Nr 
呈 と け で 半 活 人 上 寺 G / 芝 民 いい 二 に 


回 ご MMS る 失 き 、 沿 痢 


r 細 棄 つ で 洋 全 で 計 悦 mm 和 


立 で 雲 号 
。| ry す 区 | 藻 芝 薬 


ー ヽ 
Zr で 


日 ン 


_W に な | 
阪本 成 


SAKAMOTO Seiichi 


宇宙 科学 研究 所 数 授 / 宇 宙 科 学 広 
報 ・ 普 及 主幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物 理学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し 


た 広報 普及 活動 を は じ め 、 


ケッ 


ト 射場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協 
力 な ど 「 た い が い の こと 」 に 挑戦 
中 。 写真 は 待ち 行列 の 人 た ち に 状 


況 を 説明 する 筆者 


Interview 


K ey Person 


字 宙 を 開発 ・ 利 用 する た め の 


律 字 宙 法 と は 


々 
/ 


国際 的 な 


、 国 家 間 の 収 9 決 め だ 。 


以 米 、 世 界 の 状況 に 合わ せ て 変化 し 続け る 字 宙 法 ! 


それ は 了 地 款 上 上 の 国々 が 字 宙 の 平和 利用 を 日 指し 7 


も 法律 が ある 。 


トド つ 


字 ! 


つ ( 2 


トド つ 


吊 ま っ て 


喝 が % 


その 概要 と 日 本 ! 


PD れ ! 


字 軍 開発 の 度 


うか が っ た 。 


つつ 


( 


有 


お ける 状況 を 、 字 軍法 の 専門 家 で ある 育 木 教授 


ド つ 


由 仔 届 定 医 N6 尋 人 S ぐ 
画 龍 下層 や 隊 名 
「 岬 ] 寺 


ーー36 生地 坦 所 の 82Ok い うっ の 
③ 全 主 全 や ン 所 の っ 
由 医 字 地 汰 の つっ 愉 G 岡 哀 寺 


一 4 


Rm 


陣 ロ 
ド 慎 
に 人 
の で 
和 思 
虐 
雷 


青木 節子 


慶應 義塾 大 学 総合 政策 学部 教授 。 


AOKI Setsuko 
宇宙 法 、 


| 忠 細 つつ り 章 玩 つ りか >oG や 7 
判 味 ら 室 ぐ ペロ 加 較 K ト ーー へ 
ーー 中 倒 コ の の ト 吐 選 志 で 
G 和 全会 ちり びら っ ぷ 和 や 
地 坦 り 認 や yo 賠 迷 語 @ 吾 写 を 維 次 
り で っ 来る ち で 人 5 っ ち S う ココ 


っ 愉 の つり AR6 K 人 一 ー リ ヘー 


「 貞 


ビ 恒 
II 


「 日 本 の 宇宙 


著書 ! 
應 義塾 大 学 出版 ) な ど が 


王 
時 o 


議会 放 議 


上 
邊 
地 
世 
虐 
まり 
民 
S 
レ 


戦略 ](6 
ある 


Gad 守 G 一 中尉 ら 357 大 
玩 い " 字 G 時 守 定 臣 を 志和 考 ぐ 
時 穫 組 ぐ KU 掲 O 下 委 の So 避 


<K 比 会 寺 あ つ 味 ” 字 坦 ロ ひ うり 
喘 窟 年 で で 麻 深 27 人 SG 「 地 
坦 迷 所 ] ちゃ” りり し 8 宮 < 多 総 


の 「 園 公 地 地 天 寂 野生 つい 
3 こち SS っ | っ 求人 
ざり っ 6) 6 だ 
共栄 ら 人 8 民 考 @ 詩 
写 写 革 ぐ 堅 愛人 ” 或 
の らら 5 囲 衣 迷 応 の 
つゆ 8 め 多 コ で 人 
涯 @ 嘩 訪 り 払 つ い 固 
公 正 半 り 較 襲 秀 出 記 
斑 い りつ 倒 来 信 で で 
っ 6 
RunstQ の っ)” 
ぐ 午 憧 京 所 ひら っ se 
KieoPeE リ NL こさ 
由 医 困 会 暑 芽 つい 
こち きろ つの っ 心 隊 
電 裂 中 の < 
半 全 注 穫 KGS で っ 
っ AT) 相 上 肖 つ いり 
っ ne で ちら や ゃ 倒 。 < 
立 G 下 涙 必 いっ 
較 倒 範 軸 ぬ 下 で りつ 
JA6 で っ 2sGQS の "の 
で 結球 G だ に 避 り つ 信 人 Se や で " 
っ りや neG 選 " 地 坦 虹 編 ぐ 
志 還 倒 葉 会 ** OO で りり” 案 つ っ 迷 
宗 全 年 が つ 玉 ” 宙 叶 | 守 垣 
朱 専 吊 財 介 | 公記 時 玉垣 
弄 入 軍 坦 迷 座 ] 公選 時 「 視 二 
票 持 旨 身 肖 挫 」 公選 時 「 束 球 


所] 全 赴 ぶさ マロ っ が 生地 直下 つ 
っ SS” 字 坦 論 全 周 め で で 
My 有り も で や PkvG 普 G 因 沿 記 4 
G 冬 ら 据 りら ase 喘 や 級 舞 
ざっ っ so つろ oe6 和 本 

ーー の ぐ ン ふっ G 此 G 因 宋 地 地 所 
史 寒 理 ( 男 全 栄 康 臣 据 セ K0 り の っ)) 
つり っ 2xeG ゆ セ 公 " 

二 藤 震 選 つつ 囲 公路 や 的 2G 倒 
字 坦 迷 雇 りら " 窟 坦 つ つの 玉 較 公 塞 
六 つ りこ っ ぷ "| 拓 塞 閉 賠 公 路 
や る っ GS 下 球 的 や 過 玉 岡 余 
震 直 つら っ no 人 ちら "AvG 下 
トペ ドー ロ AK ト | 寺岡 口 導 
SG 必 地 理 編 園 5 で っ が 和 和 
ぐ ” 中 問 恨 G 包 疑 3" 下 mmG 天 
占 ふ ズ 昧 球 ぐ 匂 押 つつじ 因 壮 部 
団 ぬ つり っ ンコ) っ mo SG の や ゃ 全 
けり で G 較 8 写 所 つ ロン っ 四 余 
父 96” 較 玩 りく ロ 強 関 移 細 中 
つい っ se 囲 公共 国 ド 岡 ロロ 結 
ぬ 昧 中 つり 2 ぃ 9 較 全 記 S 較 に 
っ 避 環 突 史 玉生 っ 才 直 下手 
% ぬ だ で p っ se 彫 信 を に 字 坦 栄 宗 
ぬ 塞 坦 つ らく っ o の つり 計ら ys 
Kneeo-J)” セン 6 較 倒 震 
着 つ り いっき ン の ゃ 地 恒 加 編 下 単 
368 で ちの ら ゃ SS 

幅 作 っ "| W 宮 会 で 固 険 培 り 
SQCG 紅 陸 全 矢 が を つの 
潜り か” や 必 ご で 5 明 革 机 いら " 
迅 部 @c 全 下 1S 選 訪 夷 察 配 つ 
で 5 型 町 静 の つら ポン 6 較 多 
つつ 23xoo 近 sm) 才 坦 近 挫 ぐ ボ 
ENIlpvKe た JIIIES ま や 
っ や" で 6 選 。 迷 丁 乱 寒 揚 つ いじ 


っ 刀 っ 団 じ SS pxp” 地 伽 MK 容 
理性 品 S 氏 ポロ いこ し 人 5 拒 ら の っ 
心 拓 村 Gt 所 公司 で し っ k@ つ の 生 
snoQ ら ポー 


由 仔 中 視 詞 医 り 
雪 つ っ 据 各 


りり 全 で 8 叩 証 @ 地 地 定 臣 倒 
seo で 凌 さ で ら っ ン の 間 O で 6 
ゃ "のり 愉 つ 丸 守 天 り 窟 欄 @ 地 地 麗 
表 揚 ちら wxeG ら つづ 人 心 人 
四散 圭 坦 党 深 とら 8 記 幸 G 四 祝 ご 
所 つり 因 層 会 | 待避 や 業 里 吾 敵 
細 ] の っ 心 民 装 ら 囲 薄 季 四 Km 
JDA6 で つっ が 6 生 ) ty うり 記 
記 半 公 地 直 則 編 Cm 困ら 8 囲 所 
六 細 界 つ い " Sn っ 心 梱 直 史 握 
や や 366 隷下 信二 生生 加 
郷 下 紅い らっこ G 公 ” 畑 公 稚 
KmISYEESe だ SISNI:x( さ CN 
っ ASeeG 全 SG 丸 名 <d 潤 0 
GS 本 角 G 忠 公 め 人 生 ち りお 移っ っ 
GS 負 旨 来る っ が や 想 料 
判 味 り 架 SSR 園 全 の 心 つ お 囲 写 
志和 丈 代り つっ が 

ーー ト x ふ りら 人 叩 記 @ 二 < べ 才 地 
淫 に に 夫人 ひつ っ 心 詞 澤 会 っ ン で 
so4S で で の っ が セ S 

由 攻 困 だ 世 G 細 胃 3 た 人 選 ト 
へ 公 | 蜂 半 ぐ で ら っ ポ SS" る 
叶 り 叶 ン の て H 強 半 G 恒 新選 
ちら G 因 安 地 弥 症 で CD っ が や 忠 室 
5 較 層 無 吾 めで ン や 9 絆 @ 
所 仁 りや りこ が つ 届 殺人 ト 
ト へ ロペ ー 陣 yo 8 時 
回 会 澤 寺 りら weoet い ロロ つつ 


の 時 5 信二 時 宏 や 昧 糧 つ い 7 
cd 人 科 ち おら 各 ン 。 表 K 昭 罰 潮 
くり いう ろり @ 隊 介 KS つり 
3 の つら ざ 時 8 二 で 寺 垢 
@ 喜 招く で 人 泊 門 め つ か つ お 


財 で し っ tG 
軸 必 し 6 江 交 疾 


ーー 上 攻 CG 宗 っ 公会 つつ で" 
骨 呈 交 公社 地下 弟 四 和 xo カ 
っ 35 写 麺 っ きっ や ゃ 生地 電 義 六 
SQ 冗 ら 8 握ら 人 Sp>p” 折 二 
G 恒 半 写 臣 じ いこ しり 3 忠 童 面 の 8 
Les っ 守 問 ちゃ "の りり 8 装 が 
SS 國 旬 全 Q ひ 人 Sm セ " ーーOS7 
凡 坦 G 葵 周 需 写 史 葵 手 り 窒 つ ン 
疾 穫 つ ら か が 8 り つら ゃ ” 園 険 呈 り 
37 誠 緒 写 守 購 需 写 臣 侍 時 記 誠 臣 
つの ら っ ke の 生 全 上 六 G 具 
26nv 選 yo の が 8 全 で 刀 刺 る” 乱 
加 宮 叶 下 末 地 垣 更 填 め 囲 公 可 剖 つ 
Py 守 移 了 証 尾 つり っ 2 ン の っ 
愉 の つ 公法 漂 定 臣 G 弄 葉 
Et の) 全 の か っ の os つめ" 
*on い me で 史生 り ロ 綴 較 訟 装 
握 公 曰 明 で の り つ ら 必 "つの oo の 
時 り ロ 葵 G 加 叶 半 濁 で 必 を ン 
問 甘 つい DS で 6 や 倒 。 の 
Gr 握 G 丸 人 るり 朗 昧 想 光 思 品 ペ 
KMSNSHI に vpeJE3I に SGS 1 
いり 朋 閉 つき ち で 5 で ペン SS 
MG 過 計 所 応 加 時 下 
コー 胃 G ぐ で 松 め トス 人 
さ 服 ひけ つり SS 選 。 凸 手 G 震 半 叶 
本 漂 定 臣 G 中 給 め 引 め りつ 公 あ 
SS 全 0 お G ら や" 


36 つぶ 


ゆい つ 選 守 記 雪上 貴 人 る で 上 
藤 G 志 地 近 等 @ 下 個 つ 会 だ で て 
けつ 公 。 の 筐 鈴村 つ 応 地 地 玖 格 
所 り で 如 全 の っ が 

ー 一 地 坦 玖 貢 瓦 党 李 県 2 の 
ぐつ 選 ! 

二 長 wmn ら を 呈 。 字 地 措 導 汐 
普 青 遂 り 「 地 垣 掲 半 旨 得 組 記 め や 
性 史 衣 G 宮 り 壇 っ 地 仔 刀 民 地 
い 剛 むつ つる 愉 つろ の G 公 | 遇 G 宗 
ヾ へ その セー AMWG 天 信和 多 
本 豆 隊 ね つね の 人 。 NG 窓 
倒 問 っ こじ っ ぷ ゃ や ぐ で" 折 坦 押 区 返り 
23” 時 だ りら 他 二 晶 編 送 め 年 y 
りつ つり AR6 い で つっ が 6 つ 届 人 条 / 
較 4⑭ 己 違 ら か きっ 窟 守 りゃ " 己 
叶 の 下り 人 Y 押 め で 丸 地 地下 福 送 宣 
宙 十 トー サキ へ ミーhG [ 芋 写 
屋 cG つ 人 | 中 K 也 さら” の 
G 坦 編 yop つ りら INS KG 戻る 
麗 っ 聞 線 年 * ら りつ 倒 つ ot っ J 国 
っ 36 和 や" 

志 坦 更 編 退 史 叶 ン 蛋 現 つ " 定 昌 
ye 球 計 超 款 ) 資 や 箱 生 ら 症 : 
うり -JU46 で の 了 王 て 記 半 り が 
ら 地 坦 更 編 民 ひら っ きっ < 半 や 
伺 坦 的 くつ を セン AKO 6 い 再 
室 幸 GSto つ ン 愉 交 生 で ウッ ン シ 
ACG 
ドド ト や ふ 還 特 つ " 
地下 所 中 ぐ く 


ーー 素直 28m0GT 愉 中 柳 ら 字 坦 
所 りら 守 で tot の DS で JG の 会" 
症 攻 W 守 全 生 り っ 加 SeG の セ " 
御札 っ 丸 寺 8 計時 折 At で 


っ 3264 


柱 加 岸 恨 半 
Fa 
G 全高 人 
較 更 qmG 疎 
要 替 蘭 S 
Km 刺 GS 
G 県 間 〇 ・ 
吉 皿 舞 る 
因 上 上 8 や 
に 人 衣 
臣 ド 
SS 加 舞 品 せ e 
避 話 杏 村 委 Q 
四半 回 之 。 導 二 に う 
< 通 時 出 攻 雷 過 S ご 
区 9 
軍 喜 環 も 
尋 葉 二葉 
G Ne 避 思 
還 セ S 時 
則 趣 半 氏 
環  G 
財 刺 憶 符 
9 中 ら 塞 
4m 己 区 員 
X 固 副 で 
将 NG 長 
、 。 W 証 
0 
1 
斑 記 中 らち 罰 革 皿 玉 
っ J 
和 
村 環 
N9 則 
選 冊 
中 ド 吾 
1J 慰 ES 
環 記 記 
世 
つの 2686 全 り お G ら ゃ 全 ーー ズ 失 


た 
ぶつ 倒 つ お ンジ | 本 人 G ヘー 
さり 還 六 生 *G の けつ りつ 26 つ 
) 下 気 次 抽 御 埋 G 迷 直 " 
玉 本 所 匿 祭り "AvG 交 @ 遇 正 表 公 7 
で KK マー 全 。 政和 や 詩 球 全 羊 
で の っ Q 視 舞 下 人 補 で お JG の" 


交 尽 伽 3Q 区 民 し 避 
了 員 に 3 回 
上 Q 5 四 く 当 叶 
に つう 9 補 Q 光 
柄 員 由 SS 中 で 語 職 還 
9 間 了 間 NG ま 。 を も ス = 
人 
宗則 記 四 幾 人 園 刀 り し 
環 で 札 や 緒 氷 G 筐 さく で 
財 悪 中 で 票 陣 隙 。 画 人 で 1 で 
全品 岩 MM 避 句 1 
財 配 江 に G 囲 克 。 刀 選 ぶ 史 
守 球 周 消 きせ G  @。 革 お 
コロ 守 6 冠 回 < ww 定 回 る 
Q 男 二 思 環 記 中 先 紀 ごう 
尽 川 Q 慰 過 十 商 臣 選 区 【J 
ロ R 
Q 
り 前 電 
に 
Do 思 下 
で 各 演 ES 
0 内 岡 
ト J N9 NO 
回 セ 9 5 
0 本 昌 
ミ 出 Ro 立 
由 全 匠 
ご 中 己 足 G 
間 開 間 i( 還 
環 G 環 セ W 世 
世 レ 世 店 忠 球 
ドロ 中 
改 
直 。 名 
索 。 泉 回 
環 違 束 
過 過 忠 


ーー マ K で ネー 信 地 電 准 生生 全 " 
由 医 選 士 編 民 人 埋 斑 玉 じ つつ 
全 - りや 批 記 史 仙 % や 地 坦 扱 
部 る ぶつ お | 諾 天 人 S*o 還 捉 
ン SSs つ 尽 ” 地 坦 扱 委 rs ロ 
つ 人 で 妨 つ 照ら っ が 6 生 ) つ う つ > の 
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ロロ ロビ ピピ T 
INFORIMATION 


最 前 


2010 年 9 月 11 日 20 時 17 分 、 準 
天頂 衛星 初 号 機 | みち びき | が 、 

種子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 6HIA 
ロケ ッ ト で 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 

ロケ ッ ト は 正常 に 飛行 し 、 打 ち 上 
げ 後 28 分 27 秒 に 「 み ちび き 」| を 
分 離し た こと を 確認 し まし た 。 準 
天頂 衛星 シス テム は 、 日 本 の ほぼ 
天頂 ( 真 上 ) を 通る 軌道 を 持つ 人 
工 衛星 を 複数 機 組み 合わ せ た 衛 星 
シス テム で 、 こ の シス テム が 実現 
すれ ば 、 常 に 1 機 の 人 工 衛星 を 日 
本 上 空 に 配置 する こと が で きま す 。 
人 工 衛星 が ほぼ 真 上 に 位置 する こ 
と で 、 山 間 部 や 都心 部 の 高層 ビル 
街 な ど 、GPS 衛 星 の 電波 が 測位 
を 行う た め に 必要 な 数 の 衛星 (※) 
が 見 通せ な い 場所 や 時 間 に お いて 
も 、 準 天頂 衛星 の 信号 を 加え る こ 
と に よっ て 測位 が で きる 場所 と 時 
間 を 拡げ する こと が で きま す 。「 み ち 


乱気流 検知 シス テ 


びき 」 は 、 準 天頂 
初 号 機 と し て 、GPS 補 完 ・ 補 強 
に 関す る 技術 実証 ・ 利 用 実証 を 行 


いま す 。 


※ 測 位 を 行う た め に は 、4 機 以上 の 人 工 衛星 
か ら 測 位 信号 を 受信 する 必要 が あり ます 。 

「 み ちび ぴき] 特設 サイ ト は こち ら 
http://www.jaxa.jD/countdown/f18/ 


index_j.html 
ツイ ッ タ ー は こち ら 
http://twitter.com/QZSS 


打ち 上 げ の 様子 と 、 
準 天 需 衛星 シス テム イメ ー ジ 図 ( 下 ) 


衛星 シス テム の 


条 
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INFO ロ RIMIATION 避 


準 天 項 衛 


年 初 号 機 


みち びき 打ち 上 げ 


古川 字 宙 飛行 士 の 
ISS 長 期 潜在 に 向け た 訓練 公開 


9 月 1 日 、 筑波 宇宙 セン ター に て 
吉川 聡 宇宙 飛行 士 の 国際 宇宙 ステ 


を 使用 し て 、GHF の 設定 作業 や 、 
実験 で 使用 する 試料 カー トリ ッ ジ 


MM ーション 長期 滞在 に 向け た 訓練 の を GHF 内 部 か ら 取 り 出 し 、 地 上 
る 張 奉 正敏 運航 : プレ ス 公 開 が 行わ れ ま し た 。 今回 に 回 収 す る た め に 梱包 する 作業 な 
安全 技術 チー ム 長 の 訓練 で は 温度 勾配 炉 (Gradient どの 手順 を 、 手 順 書 に 沿っ て 訓練 


流 開 は す を ン て 京 有 ン 9 ユエ 。 本 夫 0 0 軸 6 
人 発 米 | 迎 フ の 以 憶 IN Aa と な り ま し た 。GHF は 、「 き ぼう | 飛行 士 は 報道 関係 者 か ら の 質問 に 
ド 回 フ > 介 の 上 宙 界 X 日 本 実験 棟 般 内 実験 室 に 設置 され 答え ぇ 「 了 医師 と し て 、 科 学者 と し て 、 
ス 2 流 第 シ で 場 ム を 由 9 ぁ る 勾配 炉 ラ ッ ク に ある 実験 装置 で 、 また ISS の 運用 者 と し て 、 宇 宙 で 
2 りん 検 吉 ノ % 臣 だ 洗 月 肝 ( こ を 』 半 科 体 材料 の 結晶 成長 実 馬 な ど を いい 仕事 を し た い 」 と 抱負 を 語 
の 生 を 知 泡 作 ナナ 開催 還 発 羽 の 行う た め の 装 置 で 、HTV2 に よ まし た 。 古川 宇宙 飛行 士 は 、 2011 
用 生ま の の の と すれ て スロ リポ タ り 打ち 上 げ ら れ ます 。 打ち 上 げ る 年春 頃 か ら 約 6 カ月 、ISS に 長 基 
化 枢 基 挑 事 上 ! る * ま 】 と ! ひ ( GHF と 全く 同じ 地上 モデ ル ( 訓 滞在 する 予定 で す 。 
の を ーー 株 や 地上 拓 際 用 の 実物 大 モデ ル ) 
の の で | を 一 | は た X 村上 テテ 0 
取 乱 研二 減 紀 に 初 *A 4 ee 
り 気 究 で ら 氏 ノ め 東 シ 宅 1 ) 7 騙 
む 会 船 の 力 で 用 初 古 組 省 NN、 る 
用 ロ 各 六 礎 き 生 
て で 可 術 で る 宇 を 術 . 
い は 能 を 大 目下 E 紹 の "の 上 
浅生 応変 虹 ー 介 | 7 月 
し 加 な 用 だ V 今 沼 ョ バ 目 目 
まま 合い 
漠 組 上 こ に 屋 ト 部 1 試料 カー トリ ッ ジ の 
1 ぁ るり 見 の 義 我 梱包 手 順 を 確認 する 
耳 有 … る うっ 開発 が 本 川 補 宙 飛行 士 。 
を 満 人 H 国 、 発 と 左 は GHF の 地上 モデ ル 
か 席 宇 T 際 て と 日 最 
た の 笛 YV 協 ご 運 本 大 


Heating Furnace: GHF) が 対象 


し まし た 。 訓 練 終 了 後 、 古 川 字 宙 


A 人 欠 A 


向井 千秋 宇宙 飛行 士 か ら 説明 を 受け る 両 殿下 @ 読 売 新聞 社 


きま は 、 オ ラン ダ の アレ キ 


日 琉 波 宇宙 セン ター を 視察 され ま 
し た 。 両 殿下 は 水利 用 に ご 関心 が 
高く 、 人 工 衛星 を 利用 し た 水 資源 
へ の 取り 組み に 関す る 説明 を 受け 
られ 、GCOM-W1 の フラ イト モ 


| 月 虹 計 と も に 、9 月 14 


上 NO ロ I ユ 六 ロ ロ ココ NI 


1 日 、 筑波 宇宙 セン ター を 訪 

れ た 天皇 、 皇 后 両 隊 下 は 、 小 
惑星 探査 機 | は や ぶ き 」 が 持ち 帰 
っ た カプ エセ モル を 視察 る きれ まし た 。 
ヒー トシ ー ル ド の 実物 な ど を 前 に 
川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ 
ャ に 熱心 に 質問 され まし た 。 


ロ プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ か ら 説 明 を 受け る 天皇 、 皇 后 両 陸 下 @⑥ 茨 城 県 
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大 旦 、 旦 后 両 隊 下 
は や ぶる 


| カブ セル 視察 


se0kdN 汗 


デル を 視察 る され まし た 。 ま た 、 
際 宇 宙 ス テー ショ ン の 日 本 実験 棟 
[| き ぼう 」 の 運用 管制 琶 で は 、 向 
井 千秋 宇宙 飛行 士 か ら 国際 宇宙 ス 
テー ショ ン で の 水 の 再 利用 な ど に 
つい て の 説明 を 受け られ まし た 。 


INFDRIMIATIOI 
ノム ー ゃ ゃ 
国際 宇宙 ステ ーション 
SS や MM * ノ 圭 | 9 

長期 滞在 ミッ ショ ン 報告 会 の 開催 
2 次 第 23 次 長期 滞在 クル 
し て ISS に 滞在 し た 野口 聡 
一 宇宙 飛行 士 と 、 長 期 滞在 を と も 
に し た NASA、 ロ シア の クル ー 
に よる 1SS 長 期 滞在 ミッ ショ ン 
の 報告 会 が 、 9 月 15 日 京都 で 開 
か れ ま し た 。 ミ ッ シ ョ ン の 映像 を 
交え を な が ら 宇 宙 で の 活動 を 紹介 。 
また 「 人 類 の 宇宙 進出 」 を テー マ 
に し た パネ ル 討 論 も あり 、 宇 宙 が 
生活 の 場 に な っ た 場合 、 人 文 社会 
科学 分 野 の 研究 が 必要 と され る こ 
と な ど が 議論 され まし た 。 ま た 、 

/ 会 場 と の 質疑 応答 で 、 重 力 が 生活 
JAXXAS に 及ば す 及 導 に つい て 、 野 8 ん 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.()34 は [「 物 が 浮い て 困る こと も ある が 、 

無重力 の 方 が 排便 な ど を 含め た 日 

編集 制作 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 常 生活 は 楽に な る と 感 人 た | と 感 
デザ イン 人 Better Days 


印刷 製本 信 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 想 を の さま し た 。 
2010 年 10 月 1 日 発行 
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ISS で の 生活 を 紹介 する 野口 宇宙 飛行 士 ら 


発行 企画 但 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 


JAXA' 編集 委員 会 
委員 長 的 川 泰 宮 
副 委員 長 舘 和 夫 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 候 


ッ シ ョ ン を 迅速 か つ 高 頻度 に 実現 する 小型 科学 衛星 


設 設計 図 や 観 》 | 


「 小 学校 1 年 生 の 時 、 


宇宙 の スケ ー ル の 
大 き さ に ショ ッ ク を 受け まし た 。 地球 が ボ 
ー ル 大 だ と する と 、 太 陽 は 運動 場 の トラ ッ 


。 実際 に ボー ル を 持 
っ て 運動 場 に 立ち 、 初 め て 宇宙 の スケ ー ル 
を 実感 し まし た 。 で も 王 ・ 長 嶋 の 全盛 期 だ 
っ た の で 打ち 込ん だ の は も っ ぱら 野球 。 ボ 
ー ル が 見 えな く な る まで 遊び 、 一 番 星 を 眺 
め な が ら 家 に 帰り 、 天 体 望 遠 鏡 で 夜 遅く ま 
で 星 を 観測 し まし た 。 小 学校 5 年 生 の と き 
に は エン ピ ツ で 挿し 絵 も 入れ た 宇宙 図鑑 を 
完成 させ まし た ] 

大 学 時 代 は バン ド 活 動 に 没頭 、 社 会 人 に 
な っ て か ら 宇 宙 に 関わ る 趣味 の 活動 は 行っ 
て いた も の の 、 絵 を 描い た りす る 創作 活動 
に は 関わ っ て いな か っ た 。 し か し 1997 年 、 
マー ズ ・ パ ス フ ァ イン ダー の ミッ ショ ン に 
触 玩 さ れ 、 そ の 年 の 7 月 4 日 、 マ ー ズ ・ パ 

ファ イン ダー が 火星 に 着陸 し た 日 に ホー 


デー タ を 読み 込み 、 
科学 者 と の コラ ボ で 生み 出す 
リア ル で 美しい 宇宙 の 次 


ムペ ー ジ を 立ち 上 げ 、 趣 味 で 描い た イラ ス 
ト を 発表 する よう に な っ た の だ と いう 。 

「 そ ん な と き に 「MUSES-C と いう 探査 
計画 が ある ん で す が 、 そ の 後継 機 の イメ ー 
ジイ ラス ト を 描い て も ら え ませ ん か 」 と 関 
係 者 か ら 声 が か か っ た 。 そ れ が この 世界 に 
入る きっ か け と な り ま し た 。 い わ ば 、「 は 
や ぶさ 」| が 、 私 を この 世界 に 導い て くれ た 
ん で す 。 プ ロジ ェクト チー ム の 皆さん に と 
っ て 「 は や ぶさ 」 は わが 子 。 私 に と っ て は 
竣 っ 子 の よう な 存在 で し た ね ] 

創作 に は 音楽 が 欠か が せ ず 、 し か も ミッ シ 
ョ ン ご と に ジャ ン ル は 決ま っ て いる と いう 。 

「 ど ん な 曲 を 聴き な が ら 描 いて いる か は 
創作 上 の 秘密 ( 笑 ) 。 作 品 を 見 な が ら 想像 
し て みて くだ さい ] 

JAXA デ ジタル アー カイ ブ (http:// 
jda.jaxa.jp) で も 、 池 下 氏 の 作品 に 触れ る 
こと が で きる 。 


星 に 到着 し た 「 あ か つき ] 


池下 事 和 


IKESHITA Akihiro 

小さ い 順 か ら 天文 ファ ・ ン 。 宇宙 細密 画 
の 岩崎 一 彰 氏 の 絵 に 感銘 を 受け た こと 
が きっ か け で 宇宙 を 描く こと に な る 。 
大 学 で は 電子 工学 を 専攻 し 、 情 報 シ ス 
テム の エン ジニ ア を 経た 後 、 総 合 商 社 
の 営業 職 に 転身 、 そ の 後 独立 。 リ アリ 
ティ と 美 を 追求 し た CG は 多く の 人 々 
を 魅了 し て いる 
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